
　今回の自然再生の舞台、飯盛川が流れる鶴ヶ島市は、

埼玉県のほぼ中央にある面積 17,73 km²の小さな街で

す。戦後からの半世紀で人口が約 10倍に膨れ上がり、

農村からベッドタウンへと変貌しました。

　高倉地区は、650年以上の歴史を持つ集落で、乱開

発を嫌い、屋敷林と農地を守ってきた地域です。幾つも

ある年行事の中でも一番重要な “オクンチ (秋の鎮守の

例大祭)”では、ささら獅子が奉納され、江戸時代から

の格式を護るための日枝神社氏子会と高倉獅子舞保存

会を核に、地域のコミュニティが守られてきました。

　近代になり農家の減少と高齢化の問題がでてきました。

そこで地域の暮らしと文化を守るため、平成 15年に新

たな “結 ”の組織として、「高倉ふるさとづくりの会」が

結成され、鶴ヶ島市や地元農協の協力を得て “ふるさと

景観 ”の再生が始まりました。

　そんな中で「昔の風景をもう一度見たい」「禊 (みそぎ)

の場の神聖さを取り戻したい」「孫に川で遊ばせてやりた

い」という思いが、地域住民の中で徐々に高まり、小河

川 “飯盛川 ”の自然再生事業へとつながっていきました。
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つるがしま・
ふるさと景観の再生

ふるさとへの想い。
川の再生に向けて

1. 高倉の獅子舞。毎年 11月 2、3日に奉納される
2. 昭和 40年代の飯盛川の “もく刈り”風景
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の滞留時間も増えたため、アマチュアカメラマンの来訪

も増加しました。

　三面護岸の水路の流速が早すぎるために、ほとんど

姿が見られなかったヌマエビやメダカの姿も増え、タモ

ロコやギンブナの姿も見られるようになりました。

　散策する市民や川遊びをする子どもたちも増えてきて

います。そんな様子を見ていた高倉地区の住民の皆さ

んからは自然と「昔のようにホタルの飛ぶ姿が見たい !」

「川のまわりで農薬はまずい」と声が上がってきました。

それが、数十年使いなれてきた農薬を、農家自身が使う

ことを止めた瞬間でした。

　工事の終了後は極めて早いスピードで植生が回復し

ました。古くからの農村であった高倉地区の土壌中には

豊潤なシードバンク (休眠種子群)が存在していたことが

主な理由と思われます。

　まず、景観植物として栽培されていた菜の花が芽生

え、次にスイバ、ギシギシ、ホトケノザなどが発芽。次

に、外来種のアメリカフウロやアレチウリが勢いよく繁

茂してきました。

　復元後に目立って増えた生き物は、ハグロトンボとツ

バメでした。特にツバメは周辺地域からも飛来し、巣材

として泥をついばんで行く姿が多く見られました。また、

これまで観察されなかったコチドリも飛来し、カワセミ

ヤンマの仲間の姿も見られ、域の自然度の高さは感じら

れました。

　しかし、除草剤使用の影響を受け、農道沿いの野草

は茶色に枯れ上がりました。生産性を向上するために殺

虫剤や殺菌剤がふんだんに使われている光景は、自然

と共生してきたかつての農村の姿から大きく変貌してし

まいました。輸入飼料を食べた牛糞を畑に散布した影

響で、イチビやオオブタクサ、アレチウリなどの外来植

物の繁茂が見られるなど、農村自然の健全性は脅かされ

ていました。

　昭和 50年、地区中心部を流れる飯盛川に沿って広

がる 10 haの低湿地と泥田の農地改良が行われました。

湿地や田に暗渠を入れ排水を促進し、近隣から持ち込

んだ土を客土して、“畑 ”へと造り変えていきました。

　三面護岸の水路となった飯盛川からは子どもの姿が

消え、ゴミが投げ込まれることも増えて行きました。単

純化された河床では、アメリカザリガニやタイリクバラ

タナゴといった外来種のみが増え、増水時にそれらは下

流へと押し流されていきました。それでも、川にはカワ

セミやカルガモ、コサギなどの野鳥が現れ、空にはオ

オタカやハイタカ、ツミなどの猛禽が飛翔する姿を頻繁

に見ることができました。シオカラトンボやハグロトンボ、

農薬使用と外来種の繁茂 住民の “想い ”の復元

復元前のようす 復元後のようす
32

3. 飯盛川を東から西方面を見たところ (手前が上流)
4. 左奥の柳の木から手前が工事区間 (手前が下流)
5. 単純な直線水路では、生物が暮らすことが難しい

6. 工事区間中央、ビオトープのある親水水路区間
7. 護岸水路区間。手前右から水路が流入
8. 住民の手により、こいのぼりと菜の花のコラボレーションも実現した
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　今回の工事の発端となったのは、鶴ヶ島市と高倉住民

が協議して策定した「ふるさとの郷構想」でした。これ

は、農村景観が色濃く残る 100 haを自然復元しながら、

地域外からの人を呼び込み、地域の活性化を図ろうとい

うものでした。

　地域から募った委員を中心にワークショップを繰り返

し、地域資源を「屋敷林」「農地」「飯盛川」「池尻池」「雑

木林」にブロック分けし、復元と整備を進める計画を立

てましたが、なかなか事業は捗らず、農地の中で菜の

花やコスモスといった景観作物を栽培する状況が長く続

きました。

　状況を打開するために市が着目したのは、静岡県三

島市で住民主体のまちづくりを推進してきた “NPO法

人グラウンドワーク三島 ”と協働することでした。これを

きっかけに市民・行政参加の交流が始まりました。三島

の水辺づくりの代表例である源兵衛川の自然復元事業を

当初から手がけたのが、三島の渡辺豊博氏と自然環境

復元協会 (NAREC) の加藤正之氏、速水洋志氏で、本

事業に対して多くの知見を得ることができました。また、

本事業の計画策定には環境再生医である立川周二氏、

吉田勇人氏にも参加いただき、地域の合意形成から実

施設計までを、NPOが鶴ヶ島市から委託を受けて実施

するという極めてユニークな取組みとなりました。

も言われる大雪災害に出くわしたときは、工事現場全体

が水没してしまうなど 難工事となりました。しかし、施

工管理士 /環境再生医の水村俊之氏の尽力で 2014年

４月、無事に工事が終了しました。

　自然植生の回復までの間、景観と土壌流出防止の観

点から野芝が張られました。地盤が安定するのを待ち、

ハンノキやノボケ・カワヤナギなど在来の樹木を市民や

自然環境復元協会のレンジャーズプロジェクト*が協働

で植栽をし、徐々に “農村の小川 ”の景観が戻りつつあ

ります。

　どんな川にしていくのか ?　高倉ふるさとづくりの会と

行政、自然環境復元協会、グラウンドワーク三島との間

で、何度もワークショップを開き、「本来の自然環境、景

観を再生。現況を活かして、奇をてらわない」「治水機

能を保持するため、洪水時に大断面を確保する」「人が

集まる場所とするため、水辺へのアプローチを容易にす

る」といったコンセプトを決めていきました。また、三

面護岸のコンクリート部材は、法面の洗掘を防ぐために

地下に埋設し、産業廃棄物が一切出ない工法としました。

　工事区間 230 mを 4つの区間 (蛇行水路区間、親水

水路区間、護岸水路区間、流入水路区間)に分けて設計

をし、2013年 11月に着工しました。飯盛川周辺は地

下水位が 1–2 mの軟弱地盤ですので、100年に一度と

復元の手法・技術

7. 最小限の用地買収で省コスト施工 (周りは全て農地)
8.  「釣りがしたい」「川遊びがしたい」市民からの様々な要望と、安全性・施工効率等を吟味していった
9. 大雪にゲリラ豪雨。何度も破壊される施工現場を「技術と知恵と忍耐」で乗り越えた

10. 施工方法を打ち合わせる、速水氏と水村氏

*レンジャーズプロジェクト : NARECのボランティアシステム。関東
で活動する環境保全団体のもとで作業の手伝いを行う。ボランティ

ア参加者 (隊員)は若手が多いことが特徴。

11. 鶴ヶ島市農業交流センター主催で、市民参加の生物調査を行いデータの蓄積を行った
12. 吉田氏と立川氏のファシリテートで検討会議
13. 市民、NPO、行政が現地で視察検討

復元までのみちのり

8 9 10

11

12 13

54

7



6 7

　工事完了後、すぐに河床の「洗掘と堆積」の変化が

起こりました。三面護岸を外された川がもたらす “自然

の変化 ”を許容しつつ、砕石を投入したり、玉石で堰を

作ったりといった最小限の整備と工夫を加えていくことが、

これまでのワークショップで合意されています。

　今後の展開としては「下流にある落差に魚道を設置」

「本来の源流であった雑木林の中の湧水とため池の浚

渫」「外来野草の抑制と、在来野草のミソハギ・コウホネ・

ノカンゾウ等の増殖・復元」「周辺企業との協働」等が

検討されています。

　環境管理を進めていくためには、多くの人手が必要で

す。自然復元後の飯盛川の維持管理を、地域住民と市

民により協働で行うことを視野に入れ、工事の 1年以上

前からレンジャーズプロジェクトに参加するボランティア

を迎え入れてきた経緯があります。当初は半信半疑だっ

た地域住民も、ボランティアが参加する回数が増えるに

つれ、期待を寄せるようになってきています。

　飯盛川の自然再生をきっかけに、地域は変わり始めて

います。この変化を維持するためには、「人を呼び込み、

化学反応を起こす」アクションを続けていかねばなりま

せん。

原田信　(はらだまこと)
自然環境復元協会・環境再生医 (上級) /
原田農園

1967年生まれ
日本大学 農獣医学部卒 (現 :生物資源科学部)、公
益財団法人 日本野鳥の会、小学館プロダクション
で企画屋を経験。高倉集落の自然復元・鶴ヶ島市
の農業振興に携わる。現在は福島県内での農業振

興事業に従事。

趣味 :野良仕事 /シーカヤック /海釣り /素潜り /
ビーチコーミング /果実酒作り /野生動物観察
●活動分野

農村地域の自然復元 /都市と農村の人的交流
●主な研究発表・講演等

川の再生交流会 (2015)
●連絡先

〒174-0071 東京都板橋区常盤台 1-51-4
TEL: 090-8509-8883
E-mail: macoglass @ gmail.com

今後の展開と課題

前澤康貴

農学部

生物環境システム学科

4年

安田康二

農学部

生物環境システム学科

4年

NARECのインターンシップに 8日間参加させて頂き

ました。レンジャーズプロジェクトや 2泊 3日の福島

県逢瀬町田舎体験ツアーなど、社会人や他大学の学

生、福島県の方々と出会い、とても新鮮な時間を過

ごしました。田舎体験ツアーでは料理勉強会や自然

体験等を通し、他大学の学生の皆さんと交流を深め、

環境保全といった分野で価値観を共有することができ

ました。また、慣れない事務作業を経験したことで、

仕事に対する考え方のギャップを知り、社会の厳しさ

を学ぶ事ができました。これもNAREC職員の方々が、

時には厳しく、時には優しく指導して頂いたお陰だと

感じています。貴重な経験をさせて頂きありがとうご

ざいました。

私は大きく分けてレンジャーズ活動・逢瀬いなか体験

交流協議会が主催する逢瀬町田舎体験ツアー、そし

て事務作業の 3 つを体験しました。この中でも、特

に逢瀬町のツアーが印象に残っています。このツアー

は、農家の家へ宿泊し福島県の現状を知ってもらうと

いう企画で、福島県郡山市出身の私は、「地元を再発

見する」という意味で、楽しみにしていました。原発

を考えるワークショップでは、他の大学生の方の意見

を聞くことができました。私は Uターン就職を考えて

おります。今回、風評被害の払拭にはまだまだ時間

がかかることを知り、微力ながらも復興に貢献したい

という思いがますます強くなりました。

14. 作業の合間にレクチャーを受ける
レンジャーズ隊員

15. 蘇った飯盛川
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